
 

 

 

 

 

 

 

主   催 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立赤城青少年交流の家 

事業の趣旨 

宿泊を伴うオリエンテーション合宿を通して、探究のプロセスを体験し、もの

ごとを探究する姿勢、主体的に取り組む態度、課題に向き合う力などを身に付

ける。 

対   象 群馬県立富岡高等学校 生徒 

定   員 ２０名程度 

日   時 令和６年８月４日（日）～６日（火） ２泊３日 

会   場 国立赤城青少年交流の家（群馬県前橋市富士見町赤城山２７） 

参 加 費 ４，５００円（食事代６食分、施設使用料、保険代等） 

募 集 期 間 学校で定める期間 

応 募 方 法 学校で募集し、取りまとめを行います。 

そ の 他 

※ご提出いただいた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保

有する個人情報の適切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理し、この

事業に関する事務のみに使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開示

することはありません。本事業で職員等が撮影した写真や映像、制作物、感

想文等の著作物を、当機構の広報等に使用する目的で、報告書や刊行物、イ

ンターネット(ソーシャルメディアサービスを含む)等に掲載することがあ

ります。また、新聞社、雑誌社等が発行する刊行物やインターネット(以下、

「印刷物等」)に記事・写真を掲載することもあります。なお、当機構がイ

ンターネット上に公開した肖像及び著作物について、本人又は保護者から削

除の依頼を受けた場合は速やかに削除します。ただし、機構発行の印刷物並

びに機構以外の者が発行・運営する印刷物については対応できかねますので

ご了承ください。 

※プログラムや講師等については、予告なく変更することがあります。予めご

了承ください。 

令和６年度国立赤城青少年交流の家 教育事業 開催要項（案） 

全国高校生体験活動顕彰制度 

「 地 域 探 究 プ ロ グ ラ ム 」 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 合 宿 in 赤 城  
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◆講師及び内容 

 

◆お問い合わせ先 

 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立赤城青少年交流の家 

 TEL:027-289-7224  FAX:027-289-7226 E-mail:akagi-kikaku@niye.go.jp 

 URL:https://akagi.niye.go.jp/ 担当：企画指導専門職  

内容 時間 講師及び担当 

【フィールドワーク①】「地域の魅力を発見」 

体験を通して、地域の魅力や今後の展望、課題を考える材料

を見つけます。 

3.0 

前橋市地域づくり分野 

地域おこし協力隊 

三ツ井 朋大 氏 

【講義・演習①】「地域理解」 

 グループ協議を通して、フィールドワーク①で体験したこと

をもとに地域理解をより深めるための活動を行います。 

3.5 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職  

【講義・演習②】「課題解決の基礎」 

 フィールドワーク先の目的や目標を踏まえ、自分たちの興

味・関心をもとに実施できる活動をグループで考えます。 

4.0 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【フィールドワーク②】「地域課題の探究」 

 自分たちが活動について、講師に意見を求めたり、質問をし

たりして、より有効な活動を考えるための手立てにします。 

3.0 

前橋市地域づくり分野 

地域おこし協力隊 

三ツ井 朋大 氏 

【講義・演習③】「地域課題の探究」 

 フィールドワーク②で活動したことを踏まえ、グループで実

践する活動を決めます。また、発表準備を行います。 

5.0 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【発表①】 

 「地域課題の探究」で決めた内容を発表し、分かりやすく伝

えるための表現方法を学びます。 

2.0 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【講義・演習④】「行動計画の基礎」 

 合宿で学んだことを踏まえ、一人一人が地元地域で探究活動

を実施するための行動計画を作成し、発表準備を行います。 

5.0 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【発表②】 

 各自の行動計画を発表し、全体で共有します。 
2.0 

国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【実践活動のためのガイダンス】 

 実践活動を実施する上での安全管理や社会のルール・マナー

を確認します。 

1.0 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 


